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平
成
25
年
度
卒
業
生
一
同

（
普
66
期
）
よ
り
、
本
校
へ

卒
業
記
念
と
し
て
庭
園
が
贈

呈
さ
れ
た
。
本
校
で
培
わ
れ

た
真
理
の
光
を
頼
り
に
、
生

徒
た
ち
が
新
た
な
世
界
へ
と

漕
ぎ
出
し
て
行
く
。そ
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
島
に
た
ど
り
着

き
、
美
し
い
花
を
次
々
と
咲

か
せ
る
こ
と
を
祈
念
し
た
庭

園
と
な
っ
て
い
る
。
本
館
3

階
に
設
け
ら
れ
た
新
庭
園

は
、
メ
ー
リ
ケ
の
詩
を
も
と

に
洋
風
の
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ

ン
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。
全

体
の
配
置
や
色
調
を
合
わ
せ

て
統
一
感
を
持
た
せ
、
昨
年

度
卒
業
生
（
普
65
期
）
よ
り

贈
呈
さ
れ
た
日
本
庭
園
と
対

に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
日

本
庭
園
で
は
花
を
ヤ
ツ
オ
ツ

　

普
17
期　

天　

雄
二
氏
（
写
真
右
）
な
ど
を
中
心
と
し
た
第
17
期
卒
業
有
志
の
会
よ
り
、
本
校
高
校
硬

式
野
球
部
の
甲
子
園
出
場
を
祈
願
し
応
援
旗
が
贈
呈
さ
れ
た
。
本
校
校
訓
で
あ
る
「
情
熱
と
真
心
」
と
い

う
力
強
い
文
字
が
描
か
れ
、
多
く
の
卒
業
生
の
甲
子
園
出
場
を
願
う
気
持
ち
が
体
現
さ
れ
た
よ
う
な
旗

で
あ
る
。
こ
の
巨
大
な
旗
に
込
め
ら
れ
た
卒
業
生
と
在
校
生
の
思
い
が
、
野
球
部
員
た
ち
の
背
中
を
後

押
し
し
て
い
る
。
ま
も
な
く
始
ま
る
選
手
権
大
会
神
奈
川
県
予
選
に
お
い
て
、
こ
の
応
援
旗
が
道
標
と

な
り
、
本
校
悲
願
で
あ
る
甲
子
園
出
場
へ
と
導
い
て
く
れ
る
に
ち
が
い
な
い
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通
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旧
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＝
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二
商
＝
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商
業

新
譜
＝
新
制
普
通
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新
商
＝
新
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商
業
科

定
普
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新
制
定
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通
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定
商
＝
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時
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※
メ
ー
リ
ケ
の
詩
に
よ
る
ヴ
ォ
ル
フ
の
歌
曲
集
よ
り

　一
部
抜
粋

朋
友

だ
が
こ
の
世
の
あ
ら
し
を
相
手
に
ひ
と
り

激
し
く
わ
た
り
あ
い
、
戦
い
ぬ
く
も
の
、

こ
の
世
の
偏
見
と
悪
意
に
さ
ら
さ
れ
、

暗
い
夜
道
に
た
だ
ひ
と
り
と
り
の
こ
さ
れ
て
い
る
も
の
、

そ
の
も
の
こ
そ
、
ま
っ
く
ら
な
夜
と
危
険
な
暗
礁
を
ぬ
っ
て

勇
敢
に
船
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
、

そ
の
も
の
こ
そ
が
す
ぐ
れ
た
判
断
力
と
集
中
力
で

舵
を
安
全
に
あ
や
つ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

ツ
ジ
1
株
に
し
て
、
男
性
的
な
景
観
の
イ
メ
ー
ジ
に
対
し
て
、
新
庭
園
は
1
年
を
通
し

て
様
々
な
花
が
咲
き
続
け
る
、
女
性
的
な
景
観
と
な
っ
て
い
る
。
春
に
は
シ
バ
ザ
ク
ラ

に
始
ま
り
、
西
洋
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
夏
に
は
サ
ル
ス
ベ
リ
、
秋
の
シ
ュ
ウ
カ
イ
ド
ウ
、
冬

は
カ
ン
ツ
バ
キ
、
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
が
咲
き
、
本
校
の
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
で
あ
る
ピ

ン
ク
の
花
々
が
切
れ
目
な
く
咲
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。こ
の
ピ
ン
ク
の
花
々
が
、日
々

文
武
両
道
に
励
む
在
校
生
の
学
校
生
活
に
彩
り
を
加
え
て
く
れ
て
い
る
。
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私
の
趣
味

同
窓
会
会
長

　長
谷
川

　武

　雄

　

私
の
同
期
奈
良
修
習
生
は
六
人
で
、
全

員
が
石
黒
門
下
生
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

内
一
名
は
女
性
で
、
男
性
の
声
に
合
わ
な

い
と
い
っ
て
真
先
に
脱
落
し
た
。
こ
の
女

性
が
現
在
日
弁
連
副
会
長
の
石
田
法
子
弁

護
士
で
あ
る
。

　

石
黒
先
生
は
稽
古
の
冒
頭
に
当
り
、
奈

良
は
能
楽
発
祥
の
地
で
あ
り
、
と
り
わ
け

観
世
流
に
と
っ
て
は
結
崎
と
い
う
地
で
結

崎
座
が
生
ま
れ
、
後
に
こ
れ
が
観
世
座
と

な
っ
た
こ
と
、
観
世
流
は
能
を
大
成
し
た

観
阿
弥
世
阿
弥
の
直
系
流
派
で
あ
り
、
幽

玄
を
重
ん
じ
る
の
で
品
格
の
良
い
謡
を
身

に
つ
け
る
よ
う
御
指
導
が
あ
っ
た
。

　

最
初
に
習
っ
た
曲
は
竹
生
島
で
あ
る
。

先
生
は
「
竹
に
生
ま
る
る
鶯
の
～
」
と
二
頁

位
の
範
吟
を
謡
わ
れ
、
即
座
に
今
度
は
君

た
ち
が
謡
い
な
さ
い
と
宣
わ
れ
た
。
修
習

生
一
同
は
、
先
生
の
範
吟
一
回
聴
い
た
だ

け
で
直
ち
に
謡
え
る
能
力
は
持
ち
合
わ
せ

て
い
な
い
。
機
転
を
利
か
せ
た
修
習
生
が

「
先
生
も
う
一
度
範
吟
を
お
願
い
し
ま

す
。」
と
頼
み
込
ん
だ
。
先
生
は
仕
様
の
な

い
者
達
だ
と
思
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、

再
度
範
吟
を
謡
わ
れ
た
。
も
う
待
っ
た
無

し
で
あ
る
。
已
む
な
く
修
習
生
一
同
が
声

を
揃
え
て
「
竹
に
生
ま
る
る
鶯
の
」
ま
で
は

真
似
で
き
た
が
、
後
が
続
か
ず
口
を
パ
ク

パ
ク
す
る
が
声
が
出
せ
な
い
。
こ
れ
で
は

酸
欠
の
金
魚
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
私
の
謡
曲
人
生
は
始
ま
っ
た
。

奈
良
は
古
都
で
あ
り
寺
社
は
限
り
な
く
あ

る
。
こ
う
し
た
寺
社
に
は
年
中
行
事
が
あ

り
、
そ
の
際
に
は
能
が
舞
わ
れ
る
こ
と
も

多
い
。
春
日
若
宮
御
祭
、
薬
師
寺
花
会
式

で
は
後
宴
能
が
開
か
れ
る
。
能
楽
フ
ァ
ン

に
最
も
知
ら
れ
て
い
る
の
は
興
福
寺
の
薪

能
で
あ
る
。
能
楽
五
流
（
観
世
・
宝
生
・

金
春
・
金
剛
・
喜
多
）
の
家
元
あ
る
い
は

こ
れ
に
準
じ
た
幹
部
が
出
演
す
る
。
私
は

こ
れ
ら
の
機
会
に
は
必
ず
観
能
し
た
。

　

奈
良
で
は
竹
生
島
、
紅
葉
狩
、
田
村
、

羽
衣
、
敦
盛
、
東
北
、
熊
野
、
忠
度
、
清
経
、

松
風
、
弱
法
師
、
隅
田
川
を
習
っ
た
。

　

奈
良
地
検
の
裏
手
に
は
奈
良
女
子
大
学

が
あ
り
、
サ
ー
ク
ル
と
し
て
観
世
会
が
あ

っ
た
。
先
生
同
士
が
知
り
合
い
な
の
で
、

発
表
会
な
ど
で
交
流
が
あ
り
、
竹
中
修
習

生
が
観
世
会
の
マ
ド
ン
ナ
と
結
婚
し
た
。

彼
は
何
回
か
振
ら
れ
シ
ョ
ゲ
か
え
っ
て
い

た
が
、
私
が
強
力
に
補
佐
し
て
結
婚
に
漕

ぎ
つ
け
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
後
日
談

が
あ
り
、
二
人
の
結
婚
式
で
私
は
請
わ
れ

る
ま
ま
祝
言
謡
を
謡
っ
た
。
こ
の
謡
に
感

動
し
た
新
婦
の
指
導
講
師
の
若
い
女
性（
お

そ
ら
く
美
人
と
思
わ
れ
る
）
が
謡
の
稽
古

を
始
め
た
そ
う
で
あ
る
。

　

弁
護
士
に
な
っ
て
か
ら
は
、
プ
ロ
の
先

生
に
習
う
つ
も
り
で
い
た
が
、
半
人
前
の

弁
護
士
が
本
業
の
修
業
を
置
い
て
、
謡
曲

に
精
を
出
す
こ
と
は
憚
ら
れ
た
の
で
、
横

浜
弁
護
士
会
の
謡
曲
同
好
会
に
入
っ
た
。

抜
群
の
若
手
で
あ
っ
た
の
で
将
来
有
望
と

言
わ
れ
た
が
、
会
員
の
高
齢
化
、
死
亡
等

で
十
五
年
程
で
会
は
消
滅
し
た
。
そ
の
後

東
京
に
あ
る
久
謡
会
に
籍
を
置
き
現
在
に

至
る
が
、
二
十
年
程
前
か
ら
地
元
都
筑
区

で
つ
づ
き
謡
曲
会
を
主
宰
し
、
現
在
約

三
十
名
の
会
員
を
無
償
で
指
導
し
て
い
る
。

　

横
浜
に
は
横
浜
能
楽
連
盟
と
い
う
素
人

の
組
織
が
あ
る
。
こ
の
連
盟
が
主
催
す
る

能
楽
大
会
が
毎
年
二
回
横
浜
能
楽
堂
で
開

催
さ
れ
、
つ
づ
き
謡
曲
会
を
率
い
て
参
加

し
て
い
る
。
興
味
の
あ
る
方
は
一
度
御
来

場
頂
け
る
と
幸
で
あ
る
。

第
九
代
会
長　
　

略　

歴

　

昭
和
二
二
年
四
月
三
日
横
浜
市
都
筑
区

で
出
生
、
昭
和
三
五
年
四
月
日
本
大
学
中

学
校
入
学
、
在
学
中
弁
論
部
に
所
属
、
全

国
高
校
弁
論
大
会
で
二
回
優
勝
、
高
校
二

年
一
八
代
生
徒
会
会
長
、
昭
和
四
一
年
四

月
日
本
大
学
法
学
部
入
学
、
在
学
中
大
学

紛
争
を
経
験
、
昭
和
四
五
年
三
月
同
学
部

卒
業
、
昭
和
四
八
年
司
法
試
験
合
格
、
昭

和
五
一
年
四
月
弁
護
士
登
録
（
横
浜
弁
護

士
会
所
属
）、

趣
味　

読
書
、
観
世
流
謡
曲

　

人
間
長
く
生
き
て
い
る
と
履
歴
書
を
書

く
機
会
も
多
い
。
履
歴
書
に
は
趣
味
の
欄

が
あ
る
。
私
は
能
（
観
世
流
謡
曲
）、
読
書

と
書
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

能
の
舞
台
を
初
め
て
見
た
の
は
司
法
修

習
生
の
と
き
で
、
一
般
教
養
講
座
と
し
て

の
観
劇
会
と
し
て
、
水
道
橋
に
あ
る
宝
生

能
楽
堂
で
羽
衣
を
見
た
。
こ
の
と
き
は
起

案
疲
れ
も
あ
っ
た
の
か
睡
魔
に
襲
わ
れ
、

感
激
は
味
わ
え
な
か
っ
た
。

　

次
の
能
と
の
出
会
い
は
、
奈
良
に
お
け

る
実
務
修
習
の
と
き
で
あ
る
。
当
時
奈

良
弁
護
士
会
に
は
石
黒
英
雄
先
生
と
い

う
観
世
流
謡
曲
の
名
誉
師
範
が
お
ら
れ

た
。
石
黒
先
生
は
御
年
八
〇
余
り
、
高
齢

で
身
体
も
弱
っ
て
お
ら
れ
た
が
、
毎
年
修

習
生
に
謡
を
無
報
酬
で
教
え
て
お
ら
れ
た
。

　旧商8期・高島　巌氏（94歳）から本校同総会への寄付をしてい
ただいた。同級生などと共に結成した八桜会の代表を務めあげら
れた高島氏は、本校に訪問していただき、同総会発展のために心
温まる支援をしてくださった。心より厚く御礼を申し上げます。

ー  Ｏ Ｂ か ら の 寄 付  ー
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夢
と
笑
顔
が
世
界
一
あ
ふ
れ
る
学
校
作
り
︵
三
︶

日
本
大
学
高
等
学
校
・
中
学
校
長

　野

　澤

　拓

　夫

（３） 第50号

　

同
窓
会
の
皆
様
、
私
の
校
長
生
活
も
三
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。
相
変
わ
ら
ず
、
毎
日
が
、
幸

せ
で
楽
し
い
日
々
の
連
続
で
す
。

　

私
が
掲
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
「
夢
と
笑
顔
が

世
界
一
あ
ふ
れ
る
学
校
」
作
り
は
、
教
職
員
、

保
護
者
の
皆
様
、
生
徒
た
ち
の
理
解
と
協
力
を

得
て
、
着
実
に
実
現
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
校

内
は
活
気
に
あ
ふ
れ
、
生
徒
た
ち
は
、
以
前
に

も
増
し
て
元
気
よ
く
挨
拶
し
て
く
れ
ま
す
。「
最

近
、
特
に
運
動
部
の
生
徒
の
挨
拶
が
素
晴
ら
し

い
で
す
ね
」
と
、
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
に
話
し
ま

し
た
ら
、
そ
う
い
う
時
に
は
自
信
と
誇
り
が
そ

う
さ
せ
る
の
か
、
必
ず
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
運

動
部
は
強
く
、
多
く
の
ク
ラ
ブ
が
競
い
合
っ
て

よ
い
結
果
を
出
す
の
だ
そ
う
で
す
。

　

ま
さ
に
現
在
の
本
校
は
そ
う
い
う
状
態
に
あ

り
ま
す
。
昨
年
の
十
月
六
日
の
出
来
事
は
、
そ

の
こ
と
を
象
徴
す
る
記
憶
に
残
る
快
挙
で
し

た
。
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
野
球
部
、

吹
奏
楽
部
の
三
ク
ラ
ブ
が
、
な
ん
と
こ
の
日
そ

ろ
っ
て
関
東
大
会
出
場
を
決
め
た
の
で
す
。
そ

し
て
幸
せ
な
こ
と
に
、
私
は
そ
の
す
べ
て
の
瞬

間
に
立
ち
会
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　

私
の
自
慢
は
、
応
援
に
よ
る
日
焼
け
で
す
。

今
年
も
硬
式
野
球
部
の
春
季
県
大
会
で
、
大
勢

の
同
窓
生
の
皆
様
と
必
死
に
応
援
し
、
既
に
真

百
六
十
七
名
に
と
、
軒
並
み
二
百
％
か
ら
三
百

％
増
の
大
躍
進
を
遂
げ
ま
し
た
。
加
え
て
、
日

大
進
学
者
の
進
学
先
も
医
学
部
に
二
名
、
歯
学

部
に
三
名
、
薬
学
部
に
七
名
、
生
物
資
源
科
学

部
獣
医
学
科
に
な
ん
と
五
名
と
、
こ
ち
ら
も
目

を
見
張
る
よ
う
な
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
部

活
動
に
、
勉
強
に
熱
い
情
熱
を
傾
け
、
頑
張
っ

て
く
れ
た
生
徒
た
ち
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
特
別
進
学
ク
ラ
ス
設
置
に
当
た
り
、

危
惧
さ
れ
た
の
が
、
本
校
生
徒
の
特
長
で
あ
る
、

素
直
さ
、明
る
さ
、大
ら
か
さ
、伸
び
や
か
さ
が
、

失
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ま
っ
た
く
の
杞
憂
に
終

わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
こ
の
長
所
は

明
ら
か
に
伸
長
し
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
学
園
生
活
は
楽
し
く
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
生
徒
た
ち
に
は
、
も
っ
と
も
っ

と
欲
張
り
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
願
望
の
強
さ
が
意
志
を
強
固
に
し
、

夢
や
目
標
を
達
成
さ
せ
る
努
力
の
大
き
な
原
動

力
に
な
る
か
ら
で
す
。
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
ク
ラ
ブ
活
動
、
学
校
行
事
で
も
、
お
互
い

を
認
め
合
い
、
楽
し
み
な
が
ら
切
磋
琢
磨
し
て
、

さ
ら
に
大
き
な
達
成
感
、
幸
福
感
を
共
有
し
て

ほ
し
い
と
、
常
に
願
っ
て
い
ま
す
。
私
の
自
慢

の
生
徒
た
ち
に
な
ら
、
そ
れ
は
き
っ
と
で
き
る

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
、
来
年
は
、
昨
年
、
今
年
に

も
増
し
た
、
さ
ら
に
よ
い
ご
報
告
が
で
き
ま
す

よ
う
、
教
職
員
一
同
は
、「
情
熱
と
真
心
」
を
も

っ
て
、
な
お
一
層
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
続
け
て
ま

い
り
ま
す
。「
夢
と
笑
顔
が
世
界
一
あ
ふ
れ
る

学
校
」
作
り
を
目
指
す
母
校
へ
の
、
ま
す
ま
す

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

っ
黒
に
な
っ
て
い
ま
す
。
結
果
は
ベ
ス
ト
8
に

終
わ
り
、
関
東
大
会
へ
の
出
場
こ
そ
逃
し
た
も

の
の
、
対
戦
相
手
の
向
上
高
校
は
県
大
会
、
関

東
大
会
と
も
に
準
優
勝
し
て
い
ま
す
。
本
校
は

夏
の
大
会
の
第
二
シ
ー
ド
を
獲
得
し
て
お
り
、

四
万
人
を
超
え
る
卒
業
生
の
皆
様
の
悲
願
、
甲

子
園
大
会
初
出
場
の
夢
は
、
現
実
味
を
帯
び
、

日
ご
と
に
膨
ら
む
ば
か
り
で
す
。
ま
た
、
現
時

点
で
、
関
東
大
会
出
場
を
決
め
て
い
る
ク
ラ
ブ

は
、
男
女
剣
道
部
、
女
子
柔
道
部
、
体
操
部
、

射
撃
部
、
ゴ
ル
フ
部
、
陸
上
部
、
チ
ア
リ
ー
デ

ィ
ン
グ
部
、
ラ
ク
ロ
ス
部
と
ま
さ
に
目
白
押
し

で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
夏
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
神
奈
川

県
を
含
む
南
関
東
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
先
日
、

「
校
長
！
こ
の
夏
は
い
つ
も
の
よ
う
に
五
十
冊

の
本
を
読
破
し
て
い
る
時
間
は
あ
り
ま
せ
ん

よ
。
応
援
で
忙
し
く
な
り
ま
す
か
ら
！
」
と
、

部
活
動
顧
問
に
う
れ
し
い
こ
と
を
言
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
夏
、
次
々
に
試
合
会
場
を
飛
び
回
っ

て
い
る
自
分
の
姿
を
想
像
し
た
だ
け
で
、
今
か

ら
ウ
キ
ウ
キ
し
て
い
ま
す
。

　

部
活
動
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
、

特
別
進
学
ク
ラ
ス
が
設
置
後
、
は
じ
め
て
の
卒

業
生
を
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
起
爆
剤
と
な
り
、

特
進
ク
ラ
ス
と
総
合
進
学
ク
ラ
ス
と
が
高
い
レ

ベ
ル
で
競
い
合
っ
て
、
共
に
素
晴
ら
し
い
結
果

を
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。
日
本
大
学
進
学
者
は

五
九
．四
％
で
、
昨
年
比
四
％
減
と
ほ
ぼ
同
様

な
の
に
、
他
大
学
の
合
格
実
績
は
、
一
橋
大
学

を
は
じ
め
国
公
立
大
学
が
八
名
か
ら
十
六
名

に
、
最
難
関
私
大
で
あ
る
早
稲
田
・
慶
応
・
上
智
・

理
科
大
が
十
七
名
か
ら
四
十
一
名
に
、
難
関
私

大
で
Ｇ
Ｍ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
と
呼
ば
れ
る
学
習
院
・
明
治
・

立
教
・
中
央
・
法
政
大
が
三
十
名
か
ら
九
十
二

名
に
、
そ
の
他
の
私
大
が
五
十
五
名
か
ら

　

3
月
8
日
、
本
校
卒
業
生
（
普
2
期
）
で
、
Ｉ
Ｔ
製
品
の
基
板
な
ど
に
用
い
ら
れ

る
耐
熱
性
樹
脂
の
開
発
に
携
わ
っ
た
工
学
博
士
の
綾
野
怜
（
あ
や
の
さ
と
し
）
氏
が

来
校
さ
れ
た
。

　

綾
野
氏
は
、
耐
熱
性
樹
脂
の
研
究
を
始
め
、「
Ｂ
Ｔ
レ
ジ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
樹

脂
を
研
究
し
実
用
化
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
し
て
、
従
来
の
「
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
」
に

比
べ
電
気
の
シ
ョ
ー
ト
も
少
な
く
、
電
子
基
板
の
小
型
化
に
必
要
で
あ
っ
た
誘
電

体
損
失
０
．０
０
２
と
い
う
低
い
値
を
達
成
。
こ
の
日
本
で
発
明
さ
れ
た
新
素
材

は
、
世
界
中
の
重
要
な
機
器
に
広
く
実
用
さ
れ
、
ま
た
我
々
が
普
段
の
生
活
に
欠

か
す
こ
と
の
出
来
な
い
携
帯
電
話
の
小
型
化
の
扉
を
開
い
た
。

　

今
回
、
綾
野
氏
は
母
校
を
訪
れ
、
後
輩
達
に
講
演
を
行
い
、
自
身
の
研
究
人
生

を
振
り
返
り
、
多
く
の
経
験
を
語
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

今
後
も
健
康
に
ご
留
意
さ
れ
、
更
な
る
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

Ｂ
Ｔ
レ
ジ
ン
の
用
途

①
電
子
機
器
類
の
電
子
回
路
に

用
い
ら
れ
て
い
る
プ
リ
ン
ト

配
線
板

②
携
帯
電
話
な
ど
、
無
線
用
電
子

機
器
の
電
子
回
路
に
用
い
ら

れ
て
い
る
プ
リ
ン
ト
配
線
板

③
重
電
機
器
用
絶
縁
材
料

④
自
動
車
機
器
用
絶
縁
材
料
と

摺
動
材
料

⑤
航
空
機
複
合
構
造
材
料
な
ど

ま
だ
ま
だ
い
く
つ
も
の
用
途
で

使
わ
れ
て
お
り
ま
す
。



平成２６年 6 月20日（金曜日） 第50号（４）

母
校
だ
よ
り

平成25年
6月10日 第67回定期演奏会（於：神奈川県民ホール）
7月下旬 野球応援
9月22日 横浜吹奏楽フェスティバル

（於：帆船日本丸前）
9月28・29日 桜苑祭 （於：本校アリーナ・グラウンド）
10月6日 第33回神奈川県マーチングバンド
 フェスティバル　金賞（於：横浜アリーナ）
10月28日 野球応援　（於：水戸市民球場）
11月3日 サッカー応援 （於：等々力陸上競技場）
11月9日 第48回マーチングバンド・カラーガード
 関東大会 金賞 （於：埼玉スーパーアリーナ）
12月15日 第41回マーチングバンド・カラーガード
 全国大会 銅賞 （於：埼玉スーパーアリーナ）

平成26年
3月1日 高等学校卒業式　（於：本校アリーナ）
3月15日 中学校卒業式　（於：本校アリーナ）
4月6日 中学校・高等学校入学式  （於：本校アリーナ）
5月3日 第62回横浜開港記念みなと祭

国際仮装行列（於：山下公園）
6月16日 第68回定期演奏会
 （於：大田区民ホールアプリコ）

　吹奏楽部は幹部と呼ばれる高校2年生を中心に部の運
営から練習まで生徒主体で活動しております。現在、部員
は女子45名、男子7名の計52名です。昨年度はマーチング
の大会において、初の関東大会・全国大会に出場すること
が出来ました。

現在、部員は男子20名、女子16名で活動しています。顧問は宮澤栄一（数学）、宮原美佳（体育）、中学顧問
の福田一博（数学）、林実育（体育）、また、コーチとしてOBの藤本嘉昭が指導を行っています。コーチの藤
本は40年以上におよぶ指導を通じ、多くのOB・OGを輩出してきました。現在も藤本コーチを慕う多くのOB・
OGが大学や仕事の合間を縫って、現役の練習に訪れています。先輩方に揉まれて引退していく生徒がOB・
OGとなり再び練習に戻ってくることが本部活動の財産となっています。また、現役生も技術の向上のみならず、
チームワークの大切さや周囲への感謝の気持ちを忘れずに日々の練習に全力で取り組んでいます。

高校バスケットボール部活動報告

吹奏楽部活動報告



平成２６年 6 月20日（金曜日）（５） 第50号

日本大学　　　　341名

平
成
25
年
度
行
事
報
告

1　

集
会

　

○
同
窓
会
総
会

　
　

日
時
：
平
成
25
年
6
月
21
日
（
金
）

　
　

場
所
：
横
浜
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル

　

○
委
員
会

　

・
第
1
回

　
　

日
時
：
平
成
25
年
5
月
20
日
（
月
）

　
　

場
所
：
横
浜
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル

　

・
第
2
回

　
　

日
時
：
平
成
26
年
1
月
24
日
（
金
）

　
　

場
所
：
華
正
楼

　

○
正
副
会
長
会
議

　

・
第
1
回

　
　

日
時
：
平
成
25
年
4
月
19
日
（
金
）

　
　

場
所
：
横
浜
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル

　

・
第
2
回

　
　

日
時
：
平
成
25
年
11
月
15
日
（
金
）

　
　

場
所
：
横
浜
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル

平
成
26
年
度
行
事
予
定

1　

集
会

　

○
同
窓
会
総
会

　
　

日
時
：

　
　

平
成
26
年
6
月
20
日
（
金
）
午
後
6
時

　
　

場
所
：
横
浜
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル

　

○
委
員
会　
　
　

年
2
回
開
催
予
定

　

○
役
員
会　
　
　

年
数
回
開
催
予
定

　

○
特
別
委
員
会

　
　

・
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
サ
ー
ク
ル
会

　
　

・
機
関
誌「
桜
友
」発
行
委
員
会

2　

ク
ラ
ス
会
、
Ｏ
Ｂ
会
等
の
活
動
援
助

　
　

1
回
に
つ
き
1
万
円
の
援
助

私立大学  162名
青山学院大、桜美林大、大妻女
子大、学習院大、神奈川工科大、
神奈川歯大、神奈川大、神田外
語大、関東学院大、杏林大、北
里大、桐蔭横浜大、慶応大、工
学院大、国際医療福祉大、国士
舘大、駒澤大、実践女子大、芝
浦工大、上智大、昭和女子大、
昭和大、昭和薬大、成城大、成
蹊大、星薬大、専修大、多摩大、
玉川大、多摩美大、大正大、中
央大、帝京大、帝京平成大、東
海大、東京医療保健大、東京家
政大、東京歯大、東京造形大、
東京電機大、東京都市大、東京
農大、東京福祉大、東京薬大、
東京理大、東洋英和女学大、東
洋大、日本女子大、日本体育大、
文京学院大、法政大、松本歯大、
武蔵大、武蔵野大、武蔵野美大、
明治学院大、明治大、山梨学院大、
横浜商大、横浜薬大、酪農学園大、
立教大、立正大、立命館大、早
稲田大

国公立大学  16名
一橋大、静岡大、首都大東京、
信州大、筑波大、東京学芸大、
横浜市立大、横浜国立大

短期大学  5名
青山学院女短、横浜女短、上智大
短大部、創価女短

専門学校  10名
日本工学院、山野美容専門学校、
日本工学院、東洋公衆衛生学院、
ホンダテクニカルカレッジ、春日
部市立看護専門学校、神田外語学
院専門学校、専門学校、エコール
辻　大阪、バンダイアカデミー

3　

平
成
26
年
度
卒
業
生
へ
の

　
　
　

同
窓
会
長
賞
贈
呈
（
3
名
）

4　

平
成
26
年
度
卒
業
生
へ
の

　
　
　

卒
業
記
念
品
贈
呈

　
　
　
　

印
鑑
、判
子
屋

5　

平
成
26
年
度
同
窓
会
奨
学
金

　
　

奨
学
金

　
　
　

第
1
種
：
3
名　

第
2
種
：
2
名

　
　
　

※
第
1
種
、
第
2
種
と
も
各
10
万
円

計
50
万
円

6　

母
校
諸
行
事
へ
の
援
助

　
　

桜
苑
祭　
　

平
成
26
年
9
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
28
日
（
日
）

　
　

体
育
大
会　

平
成
26
年
9
月
30
日
（
火
）

学　部 人数

法 学 部 46

法学部（二部） 1

文 理 学 部 56

経 済 学 部 33

商 学 部 30

芸 術 学 部 16

国 際関係学部 10

理 工 学 部 63

生 産 工 学 部 13

工 学 部 2

医 学 部 2

歯 学 部 3

松 戸 歯 学 部 0

生物資源科学部 54

薬 学 部 7

短期大学部（三島） 1

短期大学部（船橋） 2

短期大学部（湘南） 2

看 護 専 門 2

歯科衛生専門 0

歯科技工専門 0

松戸歯科衛生専門 0

通 信 教 育 部 0

（
ら
ん
Ⅰ　

Ⅱ
）

5
月
16
日
（
金
）
第
1
回
委
員
会　

18
：
00

横
浜
べ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル

（
浜
風
）

6
月
20
日
（
金
）
同
窓
会
総
会　

18
：
00

横
浜
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル

（
日
輪
全
部
）

9
月
27
日
（
土
）・
28
日
（
日
） 

学
園
祭

9
月
30
日
（
火
）
体
育
大
会

︿
中
学　

8
：
30 　
高
校　

13
：
00
﹀

第
1
グ
ラ
ン
ド

11
月
21
日
（
金
）
正
副
長
会
議　

18
：
00 

横
浜
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル

（
ゆ
り
Ⅰ　

Ⅱ
）

1
月
23
日
（
金
）
第
2
回
委
員
会　

18
：
00

 

中
華
街
華
正
楼

3
月
2
日
（
月
）
高
校
卒
業
式　

10
：
00

3
月
20
日
（
金
）
中
学
卒
業
式　

10
：
00

　
　
　

※
桜
苑
祭
、
体
育
大
会　

計
30
万
円

7　

多
年
勤
続
教
職
員
へ
の

　
　
　

記
念
品
贈
呈
（
5
名
）︿
敬
称
略
﹀

　

○
30
年
（
2
名
） 

水
口
俊
介
（
英
語
科
）

吉
武
眞
二
（
数
学
科
）

　

○
20
年
（
2
名
） 

飯
田
仁
志
（
数
学
科
）

濱
津
和
彦
（
数
学
科
）

　

○
10
年
（
1
名
） 

畑
岡
芙
美
（
家
庭
科
）

8　

定
年
退
職
教
職
員
へ
の

　
　
　

記
念
品
贈
呈
（
3
名
）︿
敬
称
略
﹀

 
 

伊
東　

忍
（
国
語
科
）

 
 

梅
田
二
郎
（
社
会
科
）

 
 

前
澤
良
治
（
技
術
科
）

9　

機
関
誌
「
桜
友
」
な
ら
び
に

　
　
　

委
員
会
名
簿
の
発
行

平
成
26
年
度
日
大
高
校
同
窓
会
行
事
予
定

4
月
25
日
（
金
）
正
副
長
会
議　

18
：
00

横
浜
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル

総 

会 

次 

第

   

一
、
開
会
の
辞

   

一
、
会
長
挨
拶

   

一
、
学
校
長
挨
拶

   

一
、
多
年
勤
続
・
定
年
退
職

   　
　

恩
師
に
記
念
品
の
贈
呈

   　
　

代
表
挨
拶

   

一
、
旧
師
紹
介

   

一
、
懇
親
会

   　
　

福
引
き

   

一
、
新
制
旧
制
校
歌
斉
唱

   

一
、
閉
会
の
辞

　

平
成
27
年
度
同
窓
会
総
会
は
以
下

の
日
程
で
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
多
数
の
ご
出
席
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

日　

時

　

平
成
27
年
6
月
19
日
︵
金
︶

　

午
後
6
時
よ
り

場　

所

　

横
浜
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル

　

今
年
度
よ
り
桜
友
と
同
窓
会
総
会

の
案
内
を
65
歳
以
上
の
方
に
は
全
員

郵
送
し
ま
し
た
。
そ
し
て
65
歳
以
下
の

方
に
は
5
年
に
1
度
郵
送
し
て
あ
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

今
後
一
人
で
も
多
く
の
会
員
の
方
に

送
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
努
力
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

平成25年度進学・合格実績平成25年度進学・合格実績
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〈
離
任
報
告
〉

母
校
発
展
の
た
め
に
御
尽
力
さ
れ
た
教

職
員
の
方
々
が
離
任
さ
れ
ま
す
。
皆
様

の
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

3
名
の
先
生
が
ご
定
年
を
迎
え
ら
れ
ま

す
。

前
澤

　良
治
（
技
術
科
）

平
成
26
年
8
月
16
日
を
も
っ
て
定
年

伊
東

　忍
（
国
語
科
）

平
成
26
年
9
月
10
日
を
も
っ
て
定
年

梅
田

　二
郎
（
社
会
科
）

平
成
26
年
11
月
5
日
を
も
っ
て
定
年

教
員
室

2
名
の
先
生
が
一
身
上
の
都
合
の
た
め
、
ご

退
職
さ
れ
ま
し
た
。

泉

　茂
雄
（
理
科
）

平
成
26
年
3
月
31
日
を
も
っ
て
退
職

鶴
田

　愛
（
数
学
科
）

平
成
26
年
3
月
31
日
を
も
っ
て
退
職

1
名
の
教
員
の
方
が
異
動
を
さ
れ
ま
し
た
。

藤
丸

　尚
子
（
理
科
）

平
成
26
年
4
月
1
日
よ
り
日
本
大
学
習
志

野
高
等
学
校
へ
異
動

〈
就
任
報
告
〉

新
た
な
教
職
員
の
方
々
が
着
任
さ
れ
ま
し

た
。
母
校
発
展
の
原
動
力
と
な
ら
れ
る
こ

と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

入
船

　洋
文
（
事
務
職
員
）

平
成
25
年
9
月
10
日
付
け
国
際
関
係
学
部

よ
り
異
動

　

昨
年
9
月
に
着
任
し
10
か
月
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
お
り
ま
す
。
商
学
部
、
医
学
部
、
歯

学
部
、
生
産
工
学
部
、
通
信
教
育
部
、
商
学

部
、
国
際
関
係
学
部
と
文
系
、
医
師
理
工
系

を
広
く
浅
く
で
は
あ
り
ま
す
が
経
験
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
高
校
・
中
学
の
経
験
が
あ
り

ま
せ
ん
が
短
い
期
間
で
感
じ
た
こ
と
は
、
先

生
方
の
多
忙
さ
に
も
係
わ
ら
ず
、
親
身
に
生

徒
を
育
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。「
す
ご
い
、

素
晴
ら
し
い
」
に
尽
き
ま
す
。
様
々
な
問
題

も
発
生
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
仲
間
は
大

勢
い
ま
す
。
私
も
微
力
な
が
ら
こ
れ
ま
で
の

経
験
を
生
か
し
先
生
方
や
素
直
で
元
気
な
生

徒
に
役
立
て
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

金
子

　貴
仁

　

（
数
学
科
・
新
任
・
本
校
卒
業
生
普
56
期
）

　

本
年
度
よ
り
日
本
大
学
高
等
学
校
・
中

学
校
に
赴
任
致
し
ま
し
た
金
子
貴
仁
と
申

し
ま
す
。
日
本
大
学
理
工
学
部
を
卒
業
後
、

本
校
に
非
常
勤
講
師
と
し
て
6
年
間
勤
務

し
、
本
年
度
よ
り
念
願
の
自
分
の
ク
ラ
ス

を
受
け
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は

本
校
の
卒
業
生
で
も
あ
り
、
母
校
に
勤
務

出
来
る
こ
と
で
1
つ
の
大
き
な
夢
が
叶
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
本
校
の
為
に
、
情

熱
と
真
心
を
忘
れ
ず
、
何
事
に
も
全
力
を

尽
く
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

林

　実
育

　

（
保
健
体
育
科
・
新
任
）

　

本
年
度
よ
り
日
本
大
学
高
等
学
校
・
中

学
校
に
着
任
し
た
林
実
育
で
す
。

　

人
の
成
長
に
関
わ
る
仕
事
を
し
た
い
と

い
う
思
い
で
教
員
を
志
し
、
日
本
大
学
文

理
学
部
体
育
学
科
を
卒
業
し
た
後
、
本
校

で
非
常
勤
講
師
と
し
て
勤
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
本
年
度
よ
り
、
高
校
1
年
生
の
担

任
を
持
つ
こ
と
に
な
り
、
先
生
方
や
生
徒

に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
濃
く
、
充
実
し
た

時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
生
徒
の
成
長

を
一
番
に
考
え
、
私
自
身
も
向
上
心
を
忘

れ
ず
、
精
一
杯
勤
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

松
永

　浩

　

（
社
会
科
・
本
校
卒
業
生
普
58
期
・
日
本
大

学
習
志
野
高
等
学
校
よ
り
異
動
）

　

本
年
度
、
日
本
大
学
習
志
野
高
等
学
校

か
ら
異
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
松
永
浩
と

申
し
ま
す
。
前
任
校
で
の
4
年
間
の
勤
務

を
経
て
、
母
校
に
教
員
と
し
て
戻
る
こ
と

が
で
き
、
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
卒
業
生
と
し
て
の
「
自
覚

と
責
任
」
を
持
ち
、
本
校
の
さ
ら
な
る
発
展

の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

濵
野

　友
規

　

（
理
科
・
日
本
大
学
三
島
高
等
学
校
中
学
校

よ
り
異
動
）

　

本
年
度
、
日
本
大
学
三
島
高
等
学
校
か

ら
異
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
濵
野
友
規
で

す
。
担
当
科
目
は
理
科
（
生
物
）・
高
校
1

年
Ｌ
組
の
担
任
・
部
活
動
は
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
部
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。「
す

べ
て
は
生
徒
の
た
め
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
一

人
一
人
に
合
っ
た
指
導
を
心
が
け
、
生
徒

の
成
長
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

嵯
峨
野

　貴
大

　

（
事
務
職
員
・
本
校
卒
業
生
普
62
期
）

　

本
校
を
平
成
21
年
度
に
卒
業
し
、
日
本
大

学
文
理
学
部
国
文
学
科
を
卒
業
後
、
本
年
度

か
ら
職
員
と
し
て
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
が
今
ま
で
お
世
話

に
な
っ
た
教
職
員
の
方
々
と
一
緒
に
仕
事
を

さ
せ
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
に
、
と
て

も
喜
び
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

早
く
一
人
前
の
職
員
に
な
れ
る
よ
う

日
々
精
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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平
成
26
年
3
月
1
日
（
土
）、
第
66
回
高
等
学
校
卒
業
式
が
挙

行
さ
れ
た
。卒
業
生
575
名
の
中
か
ら
高
校
3
年
　
田
村
ほ
の
み
・

田
村
汐
里
の
両
名
が
同
窓
会
長
賞
受
賞
者
と
し
て
選
考
さ
れ
た
。

こ
の
両
名
に
は
、長
谷
川
会
長
よ
り
賞
状
と
賞
品
が
授
与
さ
れ
た
。

　
ま
た
3
月
15
日
（
土
）
に
は
第
67
回
中
学
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
、

卒
業
生
310
名
の
中
か
ら
、
川
崎
　
花
さ
ん
に
賞
状
と
賞
品
が
授
与

さ
れ
た
。

長谷川会長と田村ほのみさん

長谷川会長

普
９
期　

昭
和
31
年
度
卒

橋
本　

武

ペ
ン
ネ
ー
ム
︵
あ
い
が
わ
た
け
し
︶

﹃
松
虫
号
い
ま
せ
ん
か
﹄　

新
風
舎

﹃
小
説　

バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
﹄

　

Ｍ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
出
版

﹃
じ
ろ
う
物
語
﹄　

文
芸
社

﹃
わ
た
ば
ゴ
ッ
ホ
に
な
っ
た
﹄　

文
芸
社

本
校
卒
業
生
で
あ
り
、
本
校
で
教
鞭
を

執
っ
た
橋
本
氏
が
本
を
出
版
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

出
版
の
お
知
ら
せ

　

五
月
二
十
六
日
よ

り
、
三
週
間
の
教
育
実

習
を
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
慣
れ
親
し
ん
だ
懐

か
し
い
母
校
も
教
師
の

視
点
に
立
っ
て
見
上
げ

る
と
ま
た
違
っ
た
印
象

で
、
改
め
て
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
が
致
し
ま

す
。

　

実
習
期
間
中
は
笑
顔

と
あ
い
さ
つ
を
欠
か
す

こ
と
な
く
、
少
し
で
も

多
く
の
こ
と
を
学
べ
る

よ
う
積
極
的
に
取
り
組

み
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
先
生
方
に
は
お

忙
し
い
と
こ
ろ
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、

情
熱
と
真
心
を
も
っ
て

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の

で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
卒
業

關
澤　

飛
鳥
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会
合
名

①
開
催
月
日　

②
招
待
恩
師

③
参
加
人
員　

④
会
場　

⑤
そ
の
他

〔
桜
寿
会
〕

①
Ｈ
25
年
5
月
21
日　

②　

③
27
名

④
同
發
別
館

⑤
毎
年
5
月
に
桜
寿
会
を
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
今
年
も
老
体
に
め
げ
ず

参
加
し
て
昔
な
じ
み
の
本
校
の
話
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
本
校
で
勤
務

を
卒
業
し
た
先
生
方
、
来
年
も
元
気

な
姿
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〔
野
村
俊
郎
先
生
を
囲
む
会
〕

①
Ｈ
26
年
2
月
10
日　

②
野
村
俊
郎
先
生　

③
24
名　

④
横
浜
ロ
ー
ズ
ホ
テ
ル　

⑤

〔
佐
久
間
会
〕

①
Ｈ
25
年
11
月
22
日　

②
佐
久
間
佑
典
先
生　

③
20
名

④
横
浜
桜
木
町
ブ
リ
ス
ベ
イ
ホ
テ
ル

⑤
毎
年
、
11
月
22
日
は
佐
久
間
先

生
の
誕
生
日
な
の
で
、
こ
の
日
を

佐
久
間
会
の
日
と
決
め
て
い
ま
す
。

今
年
は
昨
年
よ
り
人
数
が
仕
事
の

関
係
で
少
な
め
で
し
た
。
相
変
わ

ら
ず
の
メ
ン
バ
ー
で
す
が
現
況
報

告
な
ど
行
い
、
2
時
間
半
楽
し
い

一
時
を
送
り
ま
し
た
。

〔
平
成
23
年
度
第
64
期
生

成
人
を
祝
う
会
〕

①
Ｈ
26
年
1
月
13
日　

②
鈴
木
仁
志
先
生
・
鈴
木
義
孝
先
生
・

岡
直
子
先
生
・
関
口
妃
奈
子
先
生
・

三
田
洋
子
先
生　

③
207
名　

④
横
浜
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル　

⑤
卒
業
以
来
初
め
て
の
同
窓
会
で

2
年
ぶ
り
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

久
し
ぶ
り
に
み
ん
な
と
会
え
て
と

て
も
充
実
し
た
時
間
と
な
り
ま
し

た
。
初
め
て
の
幹
事
で
不
安
な
こ

と
だ
ら
け
の
準
備
で
し
た
が
、
当

日
み
ん
な
の
楽
し
そ
う
な
笑
顔
を

見
て
、
と
て
も
嬉
し
く
、
幸
せ
な

思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

〔
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

創
部
10
周
年
記
念
発
表
会
・
懇
親
会
〕

①
Ｈ
25
年
6
月
29
日　

②
君
塚
い
づ
み
先
生　

③
130
名

④
日
大
高
校
食
堂

⑤
前
半
の
発
表
会
（
さ
く
ら
ホ
ー

ル
）
に
は
一
般
生
徒
も
含
み
、
か
な

り
多
く
の
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

後
半
の
パ
ー
テ
ィ
ー
も
予
想
人
数

を
越
え
て
、
卒
業
生
、
卒
業
生
保

護
者
も
含
め
部
員
と
共
に
チ
ー
ム

の
歴
史
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
同
窓
会
よ
り
お
こ
こ
ろ
づ

か
い
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

〔
商
五
同
期
会
〕

①
Ｈ
25
年
11
月
21
日　

②　

③
15
名

④
相
鉄
ジ
ョ
イ
ナ
ス
Ｂ
2
「
え
ん
」

⑤
高
齢
の
為
か
20
名
の
予
定
が
、

当
日
15
名
の
出
席
。
出
席
の
皆
様

元
気
だ
か
ら
出
ら
れ
た
と
の
こ
と
。

市
川
雄
一
氏
な
ど
、
と
っ
く
に
引

退
し
て
る
の
に
、
国
会
の
縁
の
下

の
力
も
ち
を
や
っ
て
る
様
で
欠
席
。

私
も
公
認
不
動
産
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
マ
ス
タ
ー
に
て
多
忙
。

〔
日
大
高
校
3
年
Ｂ
組
ク
ラ
ス
会
〕

①
Ｈ
25
年
12
月
8
日　

②
内
田
一
夫
先
生　

③
11
名　

④
た
つ
吉　

⑤

第50号（８）
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〔
内
田
先
生
と
の
集
い

商
3
Ｂ
ク
ラ
ス
会
〕

①
Ｈ
25
年
10
月
26
日　

②
内
田
一
夫
先
生　

③
14
名　

④
割
烹
「
若
松
」

⑤
高
校
卒
業
後
55
年
。
平
成
元
年

以
来
の
ク
ラ
ス
会
。
57
名
の
在
籍

者
の
う
ち
、
す
で
に
故
人
と
な
っ

た
者
9
名
住
所
不
明
者
18
名
。
恩

師
を
入
れ
て
14
名
の
参
加
者
だ
っ

た
が
、
皆
、
高
校
時
代
に
も
ど
り
、

懐
か
し
い
思
い
出
話
や
近
況
報
告

に
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。

同
窓
会
か
ら
の
ご
援
助
、
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
回
は
再
来

年
の
4
月
恩
師
の
「
卒
（
卆
）
寿
」

を
祝
っ
て
実
施
す
る
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。

〔
日
大
四
中
16
期
同
期
会
〕

①
Ｈ
26
年
4
月
18
日　

②　

③
10
名

④
横
浜
駅
東
口
ス
カ
イ
ビ
ル「
大
陸
」

⑤
年
齢
が
83
・
84
歳
で
す
の
で
年
々

参
加
者
が
へ
っ
て
い
ま
す
。
昨
年

は
16
名
で
し
た
が
今
年
は
10
名
で

し
た
。

〔
第
66
期
普
通
科

特
進
高
校
3
年
Ｍ
組
ク
ラ
ス
〕

①
Ｈ
26
年
3
月
30
日　

②
髙
田
直
樹
先
生　

③
27
名　

④
七
輪
焼
肉
安
安
横
浜
北
口
店　

⑤

〔
商
3
Ｂ
ク
ラ
ス
会
〕

①
Ｈ
25
年
10
月
26
日　

②
内
田
一
夫
先
生　

③　

④
寿
司
・
割
烹
「
若
松
」　

⑤

〔
日
大
高
校
11
期
Ｆ
組
ク
ラ
ス
会
〕

①
Ｈ
25
年
9
月
25
日　

②　

③
15
名

④
と
う
ふ
屋
う
か
い
鷺
沼
店　

⑤

〔
Ｈ
3
Ｈ
佐
藤
健
一
組
ク
ラ
ス
会
〕

①
Ｈ
25
年
10
月
5
日　

②　

③
19
名　

④
幸
楽

⑤
年
一
回
定
例
ク
ラ
ス
会
。
各
々
の

近
況
報
告
。

〔
3
年
Ｊ
組
ポ
ッ
キ
ー
会
〕

①
Ｈ
25
年
3
月
23
日　

②
鈴
木
義
孝
先
生　

③
13
名　

④
横
浜
駅
「
坐
・
和
民
」　

⑤
鈴
木
先
生
を
招
い
て
同
級
生
と

久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と

が
で
き
て
楽
し
い
同
窓
会
に
な
り

ま
し
た
。

〔
ラ
グ
ビ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会
〕

①
Ｈ
25
年
9
月
1
日　

②
芦
沢
作
男
先
生　

③
54
名　

④
日
本
大
学
高
等
学
校　

⑤

〔
日
大
高
校
藤
本
組
同
窓
会
〕

①
Ｈ
25
年
11
月
3
日　

②
藤
本
義
人
先
生
・
富
田
優
子
先
生

③
18
名　

④
天
吉
（
関
内
）

⑤
毎
年
、
恒
例
行
事
と
成
り
、
楽
し

み
に
参
加
し
て
頂
く
方
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
毎
年
新
た
に
参
加
し
て
頂

く
方
も
増
え
同
窓
会
が
よ
り
一
層
楽

し
い
会
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

〔
第
48
回
喜
桜
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
〕

①
Ｈ
25
年
11
月
17
日　

②　

③
32
名

④
富
士
Ｏ
Ｂ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
市
原

コ
ー
ス　

⑤

　

〔
久
保
木
文
夫
先
生
を
囲
む
会
〕

①
Ｈ
25
年
11
月
9
日　

②
久
保
木
文
夫
先
生　

③
14
名　

④
新
横
浜
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル　

⑤

〔
陸
上
部
Ｏ
Ｂ
会
〕

①
Ｈ
25
年
11
月
23
日　

②
佐
久
間
悟
先
生　

③
9
名　

④
こ
こ
ち
湯　

⑤

（９）第50号 
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〔
十
三
會
同
期
会
〕

①
Ｈ
25
年
10
月
5
日　

②　

③
14
名　

④　

⑤

〔
飛
田
会
〕

①
Ｈ
25
年
2
月
2
日　

②　

③
11
名

④
横
浜
西
口
旬
粋
亭　

⑤

〔
還
暦
祝
い
の
会
〕

①
Ｈ
26
年
1
月
18
日　

②
方
平
岳
詩
先
生　

③
15
名　

④
渋
谷
東
武
ホ
テ
ル

⑤
和
歌
山
、
京
都
か
ら
も
こ
の
会
の

為
だ
け
に
上
京
し
て
来
た
者
も
お

り
、
皆
高
校
時
代
に
戻
り
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
た
。
あ
っ
と
言
う
間

の
2
時
間
半
で
あ
っ
た
。

〔
第
12
期
香
川
級
ク
ラ
ス
会
〕

①
Ｈ
25
年
11
月
16
日　

②
香
川
夏
治
先
生　

③
17
名　

④
ホ
テ
ル
キ
ャ
メ
ロ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン

「
桂
川
」　

⑤

〔
櫻
美
会
〕

①
Ｈ
25
年
4
月
6
日　

②　

③
12
名

④
日
ノ
出
町ｃ
ｏ
ｃ
ｏ
66　

⑤

〔
第
33
期
生
ク
ラ
ス
会
〕

①
Ｈ
26
年
1
月
18
日　

②　

③
15
名

④
翁
寿
司
（
六
角
橋
）　

⑤

〔
商
業
科
58
年
度
卒
同
窓
会
〕

①
Ｈ
25
年
5
月
4
日　

②
榊
原
一
雅
先
生　

③
14
名　

④
野
毛
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ
＆
Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｙ
」　

⑤
担
任
の
本
橋
先
生
が
他
界
さ
れ
て

い
る
た
め
、
榊
原
先
生
を
お
呼
び
し

第50号（10）

多
く
の
卒
業
生
が
集
ま
り
和
や
か
に

学
生
時
代
に
戻
り
と
て
も
楽
し
く
行

わ
れ
ま
し
た
。

〔
喜
桜
会
〕

①
Ｈ
25
年
12
月
8
日　

②
金
子
伸
一
先
生　

③
40
名

④
た
ば
る　

⑤
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
喜
桜
会
（
普

22
期
）
卒
業
生
の
集
ま
り
が
、
横
浜

駅
西
口
た
ば
る
（
佐
藤
君
の
店
）
に

て
い
つ
も
3
時
頃
か
ら
12
時
頃
ま
で

お
店
を
貸
し
切
っ
て
行
わ
れ
て
い

る
。
時
間
の
都
合
が
つ
き
し
だ
い
参

加
し
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
て

主
人
の
ご
厚
意
に
よ
り
行
わ
れ
て
い

る
。

〔
四
桜
会
総
会
〕

①
Ｈ
26
年
5
月
10
日　

②　

③
15
名

④
横
浜
市
東
京
ガ
ス
横
浜
ク
ラ
ブ　

⑤

た
と
こ
ろ
快
く
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
12
名
の
旧
友
が
集
ま
っ
た
。
2

人
の
奥
様
の
同
席
も
あ
り
和
や
か
な

時
間
を
過
ご
せ
た
。

　

今
回
、
会
場
と
し
て
利
用
さ
せ
て

い
た
だ
い
た「
Ｏ
Ｎ
Ｅ
＆
Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｙ
」

の
店
長
で
あ
る
曾
田
君
に
は
、
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

集
合
写
真
は
、
最
後
ま
で
残
る
こ
と

の
で
き
た
メ
ン
バ
ー
の
み
に
な
り
ま
す
。

　

末
筆
で
は
あ
り
ま
す
が
、
同
窓
会

よ
り
援
助
を
し
て
頂
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

〔
水
口
先
生
の
80
才
の
お
祝
い
・

柔
道
部
Ｏ
Ｂ
新
年
会
〕

①
Ｈ
26
年
1
月
19
日　

②
水
口
修
孝

・
金
子
伸
一
・
林
田
剛
聡
・
聖
生
晃
史

③
163
名　

④
新
横
浜
グ
レ
イ
ス
ホ
テ
ル

⑤
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
柔
道
部
の
Ｏ

Ｂ
会
の
新
年
会
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
今
年
度
は
水
口
先
生
の
80
歳
の

お
祝
い
を
兼
ね
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

い
つ
も
の
Ｏ
Ｂ
会
と
違
っ
て
と
て
も
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〔
上
村
ク
ラ
ス
同
窓
会
〕

①
Ｈ
25
年
3
月
5
日　

②　

③
13
名

④
本
校
、
中
華
街

⑤
上
村
ク
ラ
ス
同
総
会
に
参
加
さ

れ
た
皆
さ
ま
が
、
本
校
を
訪
問
し

た
際
の
様
子
を
紹
介
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
当
時
の
様
子
を
思
い

出
し
な
が
ら
本
校
を
見
学
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
会
以
外
に
も
、
数
多
く
の
ク

ラ
ス
会
や
同
期
会
、
Ｏ
Ｂ
会
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
を
掲

載
す
る
こ
と
は
紙
面
の
都
合
上

難
し
い
の
で
、
一
部
を
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
数

年
、
若
い
年
代
に
よ
る
同
窓
会
や

同
期
会
な
ど
も
盛
ん
に
開
催
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
集
合
写
真

と
と
も
に
幹
事
の
方
の
報
告
文

な
ど
も
ぜ
ひ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

各
会
へ
の
同
窓
会
よ
り
補

助
費
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

幹
事
の
方
か
ら
同
窓
会
事
務

局
へ
ご
連
絡
を
い
た
だ
け
れ

ば
対
応
い
た
し
ま
す
。
集
合

人
数
に
よ
っ
て
補
助
費
が
増

額
さ
れ
ま
す
。
通
信
費
等
に

お
役
立
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　

な
お
会
終
了
後
に
は
、
人

数
等
の
報
告
と
合
わ
せ
て
写

真
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。「
桜

友
」
へ
掲
載
い
た
し
ま
す
。

50
名
以
下　

１
０
，０
０
０
円

100
名
以
下　

２
０
，０
０
０
円

100
名
以
上　

５
０
，０
０
０
円

150
名
以
上　

８
０
，０
０
０
円

E-mail : dosokai@yokohama.hs.nihon-u.ac.jp

同
窓
会
・
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
・

地
区
会
へ
の
補
助
に
つ
い
て

平成25年6月21日（金）、横浜ベイシェラトンホテルにおいて、日本大学高等学校同窓会総会が開催された。野澤
拓夫校長をはじめ多くの恩師をお迎えし、旧交を温めながら楽しいひと時を過ごすことが出来た。また、本会
では、長年同総会に貢献された佐藤尚孝氏（普10期）、竹生省史氏（普12期）に感謝状が贈られた。3月に卒業を
したばかりの新卒会員も数多く集まり、400名を超える同窓会員が一堂に会した。最後には、応援部の振り付け
のもと皆で校歌を歌い、母校愛が溢れる総会となった。

＜訃報＞
竹生省史氏は、平成26年3月にご逝去されました。心よりお悔やみ申し上げます。

（11）第50号 



平成２６年 6月20日（金曜日）

会　
　

長　

長
谷
川　

武
雄　

普
18

副　
会　
長　

横
須
賀　

雅
雄　

商
14

　
　
　
　
　

帆
刈　

正
之　
　

普
14

　
　
　
　
　

川
野　

正
久　
　

商
15

　
　
　
　
　

白
井　

雅
世　
　

普
20

　
　
　
　
　

原
嶋　

賢
一
郎　

普
21

　
　
　
　
　

八
木　

広
純　
　

普
22

　
　
　
　
　

岩
間　

三
千
夫　

普
22

　
　
　
　
　

山
口　

宏　
　
　

普
29

　
　
　
　
　

渡
辺　

公
男　
　

普
30

　
　
　
　
　

新
井　

浩
之　
　

普
38

事
務
局
長　

金
子　

伸
一　
　

普
22

事
務
局
次
長

　
　
　
　
　

榊
原　

一
雅　
　

商
28

会　
　

計　

飯
田　

仁
志　
　

普
31

　
　
　
　
　

石
川　

利
之　
　

普
38

書　
　

記　

土
橋　

孝
秀　
　

普
40

　
　
　
　
　

山
田　

与
史
明　

普
42

　
　
　
　
　

葛
西　

日
出
夫　

普
45

会
計
監
査　

斉
藤　

善
徳　
　

普
40

　
　
　
　
　

遠
山　

忠
司　
　

普
38

　
　
　
　
　

渋
沢　

健

　
　
　

普
55

第50号（12）

平成25年度 日本大学高等学校・中学校同窓会収支決算書
自 平成25年4月 1 日
至 平成26年3月31日

収入の部

以上報告いたします。　　平成26年3月31日
日本大学高等学校・中学校同窓会会長　　長谷川武雄

　　　　　　　　　　　会計　　飯田　仁志
　　　　　　　　　　　会計　　石川　利之

　　　　　　　　　　上記監査の結果正確であると認めます。
日本大学高等学校・中学校同窓会会計監査　　斎藤　善徳

遠山　忠司

平成26年度 日本大学高等学校・中学校同窓会収支予算書
自 平成26年4月 1 日
至 平成27年3月31日

収入の部

支出の部

支出の部

平
成
26
年
度
役
員

担当：飯川

：マーケティング・企画・制作・印刷

科　　　目 当 年 度 予 算 額 当 年 度 決 算 額 増　　　 減（ △ ） 摘　　　　　　　　　　　　　　　要
総 務 費 500,000 150,000 350,000 渉外費、その他
通 信 費 120,000 334,401 △214,401 総会・役員会通知郵送、その他
印 刷 費 3,000,000 2,915,838 84,162 桜友印刷（桜友郵送費を含む）、同窓会委員名簿印刷
交 通 費 20,000 0 20,000 総会時の資料搬入、その他
総 会 費 6,000,000 5,314,680 685,320 会場費、記念品、福引、表彰費、写真、その他
委 員 会 費 1,700,000 1,404,342 295,658 役員会（2回）、委員会（2回）、その他
ＯＢ・クラス会費 650,000 550,000 100,000 クラス会（33回）・OB会（3回〉
母 校 援 助 費 1,400,000 1,581,150 △181,150 卒業記念印鑑及び記念品贈呈、奨学金（50万円）、桜苑祭補助（30万円）その他
慶 弔 費 350,000 281,750 68,250 結婚祝儀、教職員関係者葬儀香典、その他
雑 費 500,000 828.406 △328,406 事務用品、文具代、銀行口座振替手数料、その他
予 備 費 14,077,567 0 14,077,567
次 期 繰 越 金 0 14,901,362 △14,901,362 平成27年度運営費11500000円を含む

計 28,317,567 28,261,929 55,638

科　　　目 当 年 度 予 算 額 当 年 度 決 算 額 増　　　 減（ △ ） 摘　　　　　　　　　　　　　　　要
総 務 費 500,000 500.000 0
通 信 費 350,000 120,000 230,000 委員会・総会の葉書代、その他
印 刷 費 3,000,000 3,000,000 0 桜友印刷（桜友郵送費を含む）、同窓会委員会名簿印刷
交 通 費 20,000 20,000 0 総会時の資料搬入、その他
総 会 費 6,000,000 6.000.000 0 平成26年度総会6月20日（金）横浜ベイシェラトンホテル18：00時から
委 員 会 費 1,700,000 1,700,000 0 委員会（2回）、正副会長会議（2回）実施予定
ＯＢ・クラス会費 650,000 650,000 0 クラス会・OB会補助
母 校 援 助 費 1,600,000 1,400,000 200,000 卒業記念印鑑及び記念品贈呈、学園祭援助、奨学金（50万円）、日本大130周年記念募金（10万円）を含む、その他
慶 弔 費 350,000 350,000 0 結婚祝儀、教職員関係者葬儀香典、その他
雑 費 500,000 500,000 0 事務用品、文具代、銀行口座振替手数料、名簿作成事務費、その他
予 備 費 11,011,362 14,077,567 △3,066,205

計 25,681,362 28,317,567 △2,636,205

科　　　目 当 年 度 予 算 額 当 年 度 決 算 額 増　　　 減（ △ ） 摘　　　　　　　　　　　　　　　要
会 費 11,540,000 11,500,000 40,000 ＠20000円×575名（平成26年3月に入金、平成27年度の運営費）
総 会 会 費 800,000 908.000 △108,000
委 員 会 会 費 400,000 375,000 25,000
雑 収 入 200,000 101,362 98,638 学校よりお祝い・その他
前 期 繰 越 金 15,377,567 15,377,567 0

計 28,317,567 28,261,929 55,638

科　　　目 当 年 度 予 算 額 当 年 度 決 算 額 増　　　 減（ △ ） 摘　　　　　　　　　　　　　　　要
会 費 9,280,000 11,540,000 △2,260,000 ＠20000円×464名（前年度575名）（平成27年3月入金予定、平成28年度の運用費）
総 会 会 費 900,000 800,000 100,000
委 員 会 会 費 400,000 400,000 0
雑 収 入 200,000 200,000 0
前 期 繰 越 金 14,901,362 15,377,567 △476,205

計 25,681,362 28,317,567 △2,636,205


